
や　
か　
な　
姿　
が　
湯　
の　
町　
、　
木　
屋　
町　
界　
隈　
に　

繰　
り　
ひ　
ろ　
げ　
ら　
れ　
た　
。　
し　
か　
し　
、　
昭　
和　
60  

年　
代　
に　
は　
置　
屋　
も　
減　
っ　
て　
し　
ま　
い　
、　
現　
在　

は　
な　
く　
な　
り　
使　
わ　
れ　
な　
く　
な　
っ　
た　
検　
番　

の　
建
物　
だ　
け　
が　
残　
さ　
れ　
て　
い　
る　
。　

志　
賀　
直　
哉　
が　
滞　
在　
し　
て　
い　
た　
の　
は　
、　

震　
災　
前　
の　
大　
正　
2
年　
、　
山　
の　
手　
線　
の　
電　

車　
に　
は　
ね　
ら　
れ　
重　
傷　
を　
負　
い　
、　
三　
木　
屋　

で　
養　
生　
し　
て　
い　
た　
。　
裏　
庭　
が　
木　
屋　
町　
通　

り　
に　
面　
し　
、　
さ　
ら　
に　
、　
幕　
末　
維　
新　
の　
頃　
、　

尊　
攘　
派　
の　
志　
士　
、　
桂　
小　
五　
郎　
が　
京　
都　
か　

ら　
逃　
げ　
の　
び　
宿　
泊　
し　
て　
い　
た　
、　
つ　
た　
や　

旅
館
も
隣
接　
し　
て　
い　
る　
。　

現　
在　
の　
木　
屋　
町　
通　
り　
は　
、　
一　
の　
湯　
の　

前　
に　
か　
か　
る　「　
王　
橋　
」　か　
ら　
ま　
ん　
だ　
ら　
湯　

の　
「　
ま　
ん　
だ　
ら　
橋　
」　ま　
で　
約　
5  
0  
0  
メ　
ー　

ト　
ル　
の　
距　
離　
に　
、　
19  
本　
の　
橋　
が　
か　
か　
り　
、　

約　
80  
本　
の　
桜　
並　
木　
が　
続　
く　
。　
橋　
は　
木　
、　

石　
、　コ　
ン　
ク　
リ　
ー　
ト　
、　
鉄　
の　
素　
材　
を　
使　
っ　

城　
崎　
に　
あ　
っ　
た　
置　
屋　
9  
軒　
の　
内　
6  
軒　
が　
、　

さ　
ら　
に　
、　
芸　
妓　
が　
芸　
の　
練　
習　
を　
す　
る　

検　
番　

け
ん
ば
ん（　

歌　
舞　
練　
場　

か
ぶ
れ
ん
じ
ょ
う

）　
も　
あ　
り　
、　
三　
味　
線　

の　
音　
色　
が　
路　
地　
に　
響　
き　
、　
80  
人　
の　
芸　
妓　

が　
い　
た　
と　
言　
わ　
れ　
て　
い　
る　
。　
お　
座　
敷　
に　

出　
か　
け　
る　
こ　
と　
を　
「　
芸　
妓　
さ　
ん　
が　
お　
花　

に　
出　
ら　
れ　
る　
」　と　
言　
い　
、　
お　
正　
月　
に　
は　
紋　

付　
き　
裾　
引　
き　
の　
装　
い　
で　
、　ひ　
い　
き　
筋　
の　
旅　

館　
な　
ど　
へ　
新　
年　
の　
あ　
い　
さ　
つ　
に　
回　
る　
艶　
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城崎町伝統工芸品
麦わら細工のお店
素敵なお土産がみつかる
店内の麦わら細工を施した
タンスも素晴らしい

一の湯

飲泉場（湯呑み場）

土産物屋や遊技場が建ち並ぶ、湯の里通り

時折り合鴨が
ガーガー遊びにやってくる

櫓のモニュメント

花鉢が並ぶ庭風の橋

桜橋

車両は一方通行

文芸館へ
（城崎温泉観光協会）

北但大震災に
崩壊しなかった蔵
土台は御影石

野口雨情作詞の
城崎温泉節の碑

道しるべ

防火用のせき
水が流れ落ちる音が心地よい

王橋

至城崎駅前

大谿川この夏鮎が遡上し話題となった

太鼓橋と柳並木が続く

桂
小
五
郎
が
駆
け
抜
け

志
賀
直
哉
や
与
謝
野
晶
子
が
散
策
し

芸
妓
さ
ん
の
三
味
線
が
響
い
た
路
地

大
谿

お
お
た
に

川
の
せ
せ
ら
ぎ
木
屋
町
通　
り
／
城
崎
町

う　

ら　

ろ　

じ　

た　

ん　

け　

ん　

木屋町通り（城崎町）
一の湯の前にかかる王橋からまんだら橋までの約
5 0 0メートルの小径。大正1 4年の北但大震災後、
京都木屋町をモデルに復興・整備が進められた。
約8 0本の桜並木に、1 9本の橋がかかり、風情ある
川縁の景観をつくり出している。道幅が狭く車両
は一方通行。

城　
崎　
温　
泉　
は　
、　
古　
く　
か　
ら　
狭　
い　
谷　
間　

に　
開　
け　
た　
山　
陰　
の　
名　
湯　
。　
町　
の　
中　
心　

を　
大　
谿　
川　
が　
流　
れ　
、　
柳　
並　
木　
や　
太　
鼓　

橋　
、　
三　
階　
建　
て　
の　
旅　
館　
が　
建　
ち　
並　
び　
独　

特　
の　
町　
並　
み　
を　
つ　
く　
り　
出　
し　
て　
い　
る　
。　

そ　
の　
中　
に　
あ　
っ　
て　
、　
木　
屋　
町　
通　
り　
は　
、　

賑　
や　
か　
な　
温　
泉　
街　
か　
ら　
少　
し　
入　
っ　
た　
大　

谿　
川　
沿　
い　
の　
静　
か　
な　
小　
径　
、　
さ　
ま　
ざ　
ま　

な　
人　
々　
が　
行　
き　
交　
っ　
た　
面　
影　
を　
彷　
彿　
と　

さ　
せ　
な
が　
ら
歩
く
。　

木　
屋　
町　
通　
り　
の　
変　
遷　
は　
、　
残　
さ　
れ　
て　

い　
る　
史　
資　
料　
の　
古　
地　
図　
か　
ら　
、　
江　
戸　
後　

期　
ま　
で　
は　
家　
が　
数　
軒　
ほ　
ど　
し　
か　
な　
く　
、　

そ　
の　
他　
は　
田　
畑　
で　
、　
家　
が　
多　
く　
建　
ち　
は　

じ　
め　
た　
の　
は　
明　
治　
に　
な　
っ　
て　
か　
ら　
と　
考　

え　
ら　
れ　
て　
い　
る　
。　
し　
か　
し　
、　
大　
正　
14  
年　

の　
北　
但　
大　
震　
災　
で　
ほ　
と　
ん　
ど　
が　
崩　
壊　
。　

復　
興　
に　
あ　
た　
っ　
て　
、　
京　
都　
木　
屋　
町　
の　
美　

し　
い　
川　
沿　
い　
の　
風　
情　
を　
モ　
デ　
ル　
に　
、　
河　

川　
・　
道
路　
の
整
備
が
進
め　
ら
れ
た　
。　

あ　
わ　
せ　
て　
芸　
妓　
の　
館　
、　
置　
屋　
も　
木　

屋　
町　
に　
集　
め　
ら　
れ　
、　
昭　
和　
30  
年　
代　
に　
は　

橋を渡ると景色も変わって見える

春の木屋町通り
川面にも咲き誇った桜が映
り美しい。夜はぼんぼりが
ともり幻想的。

これからのきらめき。

あなたの大切な年金をたんしんが守ります。

【普通預金】 300万円まで店頭表示金利+金利上乗せ

【 】 350万円まで店頭表示金利+金利上乗せ

本店／豊岡市中央町17-8 TEL0796（23）1200
http:/www.tanshin.co.jp/■さらにうれしい特典がいっぱいです。お気軽にご相談ください。

お得
その1

お得
その2

お得
その3

におまかせください。

【 】350万円まで店頭表示金利+金利上乗せミニ
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ヌード
劇場

志賀直哉が
滞在していた三木屋
裏庭を気に入っていた

夏、桜の木の下に蝉の死骸や大きなクモの巣を発見
ちょっぴり、城崎温泉で昆虫や小動物の死をみつめ、
自らの生と重ねあわせ「城の崎にて」を執筆した
志賀直哉の気分

内湯などたくさんの
長い業務用煙突がニョッキリ

まんだら湯

717年温泉寺の開祖・道智上人が庵を建て
曼陀羅一千日祈願によって湧き出たお湯

道智上人ゆかりの
独鈷水が湧き出る

水子地蔵

薬師公園
温泉寺へ

まんだら橋

桂小五郎が
宿泊していた
つたや旅館

かつて芸妓が芸の練習をした
検番（歌舞練場）大師山の遊歩道へ

現郵便局
明治31年に設立された、「温城館」があったところ
城崎温泉で多くの湯治客を集める最初の集客施設で
150～200人を収容、花道と回り舞台があり、
芝居や浄瑠璃が演じられた

川面に四季が映る
季節の終わりには桜の花びらや
枯れ葉がゆったりと流れる

去来の句碑

道しるべ

道しるべ

格子が美しい家　昔、置屋さん
御輿を寄贈し、秋祭りには御輿が
お礼に巡ってくる
昭和20年代までは、家の前まで
御輿がすすむ神道として
白い砂が敷きつめられていた

置屋さんが
あったところ

錦鯉が泳ぐ赤い欄干

橋の先端にライトがともる

張り出した空間に
設けられた縁台

小桜橋

た　
も　
の　
や　
朱　
色　
の　
欄　
干　
と　
さ　
ま　
ざ　
ま　
。　

生　
活　
の　
空　
間　
と　
し　
て　
花　
鉢　
も　
並　
べ　
ら　
れ　

て　
い　
る　
。　
橋　
を　
渡　
っ　
て　
対　
岸　
を　
見　
渡　
す　

と　
少　
し　
視　
線　
も　
変　
わ　
る　
。　
山　
の　
緑　
が　
意　

外　
に　
近　
く　
、　
狭　
い　
谷　
間　
の　
温　
泉　
地　
で　
あ　

る　
こ　
と
を
実
感
す
る　
。　

ま　
た　
、　
桜　
並　
木　
も　
四　
季　
そ　
れ　
ぞ　
れ　
に　

風　
情　
を　
加　
え　
る　
。　
春　
の　
桜　
は　
特　
に　
見　
事　
、　

夏　
は　
心　
地　
良　
い　
木　
陰　
を　
つ　
く　
り　
出　
し　
、　

秋　
は　
落　
ち　
葉　
が　
ゆ　
っ　
た　
り　
と　
川　
面　
を　
流　

れ　
、　
冬　
は　
雪　
景　
色　
、　
小　
枝　
か　
ら　
ぱ　
ら　
ぱ　

ら　
と　
雪　
が　
落
ち　
る　
様
も　
お　
も　
し　
ろ　
い　
。　

木　
屋　
町　
通　
り　
を　
整　
備　
し　
、　
保　
存　
し　
て　

い　
こ　
う　
と　
、　
大　
谿　
川　
沿　
い　
の　
住　
民　
で　
木　
屋　

町　
振　
興　
会　
も　
発　
足　
し　
て　
い　
る　
。　
向　
井　
去　

来　
や　
野　
口　
雨　
情　
の　
歌　
碑　
の　
設　
置　
、　
花　
を　

植　
え　
、　
縁　
台　
を　
設　
け　
、　
ギ　
ャ　
ラ　
リ　
ー　
や　
万　

灯　
な　
ど　
の　
イ　
ベ　
ン　
ト　
も　
展
開　
し　
て　
い　
る　
。　

さ　
ら　
に　
、　
少　
し　
足　
を　
延　
ば　
せ　
ば　
高　

僧　
・　
沢　
庵　
が　
再　
興　
し　
た　
古　
刹　
、　
極　
楽　
寺　

へ　
。　
外　
湯　
め　
ぐ　
り　
に　
、　
お　
土　
産　
物　
屋　
や　

遊　
技　
場　
が　
並　
ぶ　
通　
り　
を　
歩　
く　
の　
も　
楽　

し　
い　
が　
、　
ち　
ょ　
っ　
と　
路　
地　
に　
入　
り　
込　
む　

寄
り
道
も
お
す
す
め　
だ　
。　

協
力　

城
崎
町　
・　
木
屋
町
振
興
会　

●
裏
路
地
探
険
隊
員
募
集

12
月
1
日　（
土
）　但
東
町
探
険

京
街
道
宿
場
町
の
面
影
を
残
す
久
畑
地
区
を
歩
く

＊　
実　
施　
日　
の　
10  
日　
前　
ま　
で　
に　
、　
18  
ペ　
ー　
ジ　
掲　
載　
の　
T  
2  
編　

集　
部　
へ　
、　
住　
所　
・　
氏　
名　
・　
年　
齢　
・　
電　
話　
番　
号　
・　「　
裏　
路　
地　

参　
加　
希　
望　
」　
と　
お　
書　
き　
の　
上　
、　ハ　
ガ　
キ　
で　
お　
申　
し　
込　
み　

く　
だ　
さ　
い　
。　
開　
催　
は　
午　
前　
中　
、　
現　
地　
集　
合　
・　
現　
地　
解　
散　

と　
な　
り　
ま　
す　
。　
申　
込　
締　
切　
日　
後　
、　
案　
内　
を　
参　
加　
ご　
希　

望　
の　
方　
へ　
送
付
致
し　
ま
す　
。　

案内をしていただいた木
屋町振興会のみなさん。
親しみやすい景観を整備
し保存する活動を展開。
会員11名。

会長安田勤さん

中島徹雄さん森貞淳一さん

格子が見事なお家やヌード劇場を発
見。木屋町通りに交差する路地にも
入り込んで探険だ。

木屋町通りのいろいろな道しるべ

料理屋のお品書きケース
朱色の欄干とコーディネイト

沢庵和尚が再興した
極楽寺。山門は江戸
中期のもの。美しい
石庭を眺めながら境
内で一休み。

大谿川に隔てられた山裾の
一角にあり橋（三途の川）を
渡らなければ行けない
生きながらのあの世の極楽寺

橋の表情もさまざま

桜のモニュメント 花鉢が並ぶ庭風の橋 木の欄干、幅も狭い

〒669-6821 兵庫県美方郡温泉町湯
TEL0796-92-0186 FAX0796-92-0123
http://www.yumuraonsen.com/
info@yumuraonsen.com

●冬限定特別企画！（11月～3月末まで）
●料金は1泊2食お一人様（税別）
●休前日は各3,000円増となります

豪華なカニフルコースに新鮮な舟盛りが付いて、
さらにゴージャス！でも、このお値段です！
豪華なカニフルコースに新鮮な舟盛りが付いて、
さらにゴージャス！でも、このお値段です！

う れ し い 特 典
食後にオリジナルパフェ
をサービスいたします！


